














































の恋心を募らせていく。この恋情の霧ともいえる表現は、他の作品には見出だしがたい源氏物語特有の表現である。夕霧巻以前に こ 恋の霧につながっていくと捉えられる霧の表現がわずかながらに見え、物語が描写の蓄積の中で新たな表現を獲得していく過程を辿ることができる。そして、こ 情の霧は夕霧巻におい 繰り返し用いられ、夕霧の落葉の宮への恋をかき立てるとともに、二人 間にある心情の隔たりをも浮かび上がらせていく であ 。さら この新た 生み出された表
現は、宇治十帖においても継承され、匂宮に山里での恋を喚起させるとともに、大君・中の君と匂宮の心情
面での隔絶をも描き出す。しかしな




源氏物語以前の平安期の物語、日記において 、いずれ 作品においてもその用例数は十を越えることがなく、それを考え合せれば 源氏物語がいかに霧を多用しているかは了解できるだろう。また この物語ではその数に付随して、多様な「霧」の表現を見ることができる。 「霧りふたがる」 、 「霧に閉じられる」 、 「霧が立ちわたる」 、 「霧がこめる」といったあ りを包む霧、 「 の晴れ間」 、 「霧 絶え間」といった霧の切 目の描写、 「霧りわたる空」 、 「霧立つ空」 、 「霧た 満ちたる空」といった空にかかる霧など、霧の状態 関する描写に限っても、そこには多彩な表現を見ることが出来 。その外 も 霧により衣服が濡れる とや「霧にまどふ」 、 「目が霧らふ」 、 「霧のまよひ」といった人物の心情と関
――





を主として考察の対象とし、霧を単なる叙景ではなく嘆息の象徴だと捉えた論稿であり、これを端緒として霧における象徴的 意味を探る研究が活発化していった。上坂氏の論考は、和歌 おける表現を見据え の考察であっ が、同様の方法 も に、鈴木日出男『源氏物語歳時記
(
 )』






関連性を指摘し、霧は大君 象徴するも だ する 景物に人物を重ね合わせた点にこ 論の特徴 といえよう。また、同様に 語内から象徴性を汲み取るも として、寺田澄江「世界とその分身―源氏霧―
(
 )」がある。氏は、霧が可視的な通常の世界と不可視の世界とからな








































一首目では霧とともに「こふる」と歌わ しかしなが 「天河」いう語があることからわか ように、この詠歌は七夕歌であり、恋慕の情はその七夕という要素から汲みあげられて ると考えられる。また、二首目についても「こひしき」と恋情の告白があるよう 解釈できる歌ではあるが、 「こひしき」は「たちの 駒」から導きだされた のであった。両首 お 、霧 「天河」や たちのの駒」との関係が強く、恋との関わり ありつつも、直接的に恋情を導き出すも しては詠じられていないであろう。
このように三代集において、霧と恋情が明確に結びつく例は見いだせ













山里であることだ。後撰集から拾遺集へと至 間 、山里の風景美 歌われるようになったことはすでに指摘されてい
(
 )。夕霧の目に映る霧






恋情を誘われ、その場所に隠棲する自身の北の方に対して、その人 は知らずに言い寄っていく。その際に実忠の恋情と結びついて描かれるのは、和歌の伝統の中で恋と関連し 詠じら てきた、尾花や鹿といった景物であり、霧が描写さ ることは
ない。夕霧巻における、霧に興趣を
感じ、それによって恋情が高められていく、といった表現は 他の作品には見ることのできない特殊な表現だ いえる であ 。そして そ特殊な表現が生み出された は、源氏物語特有の霧観が ためであろう。
このような恋情を誘いそれを高めていく霧、という表現はいか 生み















仲忠による秘琴披露のため人々が参集した京極邸にお て、いぬ宮がりうかく風を弾奏する場面である。夜明けの静けさを湛える空に 霧が立ち込める風景は、 「折の面白き」というように、優れた演奏に相応し
情景として描かれている。
蜻蛉日記やうつほ物語における、霧の興趣が描かれる場面を主として
見てきたが、その場合でも、恋情と重なるように霧がたちあらわれる、という表現はみることができない。しかし がら、次に見る枕草子における例では、霧が恋情 重なり描写され 、という段階 は至らないものの、霧 恋情の接点を見いだすことができ
枕草子一七三段「ある所に、なにの君とかや言ひ 人のもとに」で
は、男女 逢瀬の後の別れ際が、聞き書きの体裁でもって語られている。この段において、霧は次 ような描写 中に表現 いる。
ある所に、なにの君とかや言ひける人のもとに、君達にはあらねど、そのころいたうすいたる者に言はれ、心ばせなどある人の、九月ばかりに行きて 有明 みじう霧り満ちておもしろきに、名残思ひ出でられむと、ことばをつくして出づるに、今はいぬらむと遠く見送るほ えも言はず艶なり
（三〇二）
有明の月とあたりに満ちる霧は優艶な後朝を彩 風景として描かれている。しかしながらこの段において 、 「 「有明の月のありつつも」としびやかにうち言ひて」と、女が歌を口ずさむ描写、 「火をさし もしたるやうなりけるに、 の光もよほされて」というように、月 光が女姿を照らす描写などがあり、恋の感興を高め の 霧よりも美しい月の光の存在だといえる。霧はあくまでも、月光に付随して かれる後朝の背景に止まっている。
また、このような、霧が後朝の背景となるように、美しい風景として







源氏と六条御息所の後朝の場面である。この場面において、霧は背景に据えられるとともに、直 の御息所の女房である中将の詠歌、 「朝霧の晴れ間も待たぬけしき て花に心をとめぬとぞみる（同・一四八） 」にても取り入れ ている。
また、源氏と朧月夜における後朝の場面においても、次のように霧は
描かれている。




この箇所においては、背景には霧のほかに「夜深き暁月夜」 、 「月のすこし隈ある」というように月の光が描かれ いる。霧が立ち渡ったあたり一面を月の光が照らしており その景色の中を歩む源氏は「似 ものなき御ありさま」と語られている。この情 、源氏の麗姿と相まって、さきに見た夕顔巻における景色を上回る風情があるといえるだろう。
以上見たように、霧は優艶な後朝の風景として枕草子、源氏物語にお
いて描かれていた。逢瀬の ちに訪 る後朝の時間、詩的とも え そ



























やうに」とい 形容 ともに用 られている。また、紫式部日記における、中宮の御前の女房たち 衣装を詳述した、 「扇ども さまなどは、ただ雪深き山を月 あかきに見 したる心地しつつ
きらきらと、そ
こはかと見わたされず、鏡をかけたるやうなり（一四一） 」 う箇所においても用いられており 優麗な の 対 傾向をることができる。
このように夕霧が捉える庭前の露に「愁へ顔」という暗澹とした印象










へ顔」とい ように夕霧の心内と重なるように描写されながらも、それが「きらきらとして」と るのは、初音巻、胡蝶巻において示された紫の上の邸の 性の保持のためであ と考えられる。
夕霧の心内には確かに「暗い情念」が渦巻いているように捉えられる
ものの、紫の上の庭前にお ては、そ 心内に合わせるように暗澹とした自然を描き出す は避けられていたと考えら 。露は「憂へ顔」でありながらも、 「きらきらとして」 美景的 、それに並ぶことにより霧もまた情趣を湛えた景物としての印象を与 。
ここでの夕霧の感情は確かに憂愁や悲哀を帯びたものに近く、霧もま
た悲嘆の霧として捉えうるものの、夕霧 眼前に映る庭前の風景は 六条院の理想性 っ 美麗に描かれ、そ ことにより夕霧 心情や に含まれる暗さが希薄化されているといえよう。野分巻 け 霧は、情緒的に描かれており、なおかつ恋情を喚起する霧に近しく描かれている。
霧は憂愁や隔ての表象でもあったが、同時に枕草子、源氏物語におい
ては、後朝の風景を彩る景物でもあ た。そして そこには恋 情感とのつながりを見いだすことができ、源氏物語にて表現さ る恋情を喚起する霧の淵源も 霧にあっ と考えられる。そして、霧 伴 後朝の場面や春 町の描写を経て、霧は恋情を喚起す ものとなり 冒頭でみた夕霧巻の表現に結実して った、 いう道筋が推測され得 。そ
































第一節においてもふれた、夕霧が小野の山荘を訪れ、落葉の宮との贈答を交わす場面である。夕霧は 「思ふこともうち出でつべきをりかな」 と、落葉の宮への恋情を言葉にしようとする。そして、その夕霧の意図に呼応するか ように、霧が二人の居合わせる軒のも まで立ちわたりくる。夕霧はそ 霧を契機として「まかでん方も見えずなりゆくは……」と落葉の宮に語りかけ、恋情を込めた贈歌をなす。このように夕霧 落葉の宮への接近は、霧と連動 るかのよう て行われ
また、そのような霧と夕霧の恋の関連は次の場面においても見ること
ができる。




接近が可能であったのは、 「霧にとぢられて内は暗くなりにたる」というように、霧によって周囲が暗がり なっていたためであった。この霧は、夕霧が落葉の宮へと近づいていく際 、その姿が周囲の視線に晒されることを防ぐ。霧は、落葉の宮に言 寄 たい、と う夕霧 思惑沿うようにして、あたりに立ち込めて る そのように捉えられさえするのである。
一条御息所の死後、夕霧は小野へ弔問に訪れるとともに、それを好機
として落葉 宮に繰り返 言い寄る。しかし、落葉 宮はかたく 拒み、夕霧は失意 うちに帰京することとなる。次に見る 展開のうちにある場面の一つだが、その箇所においても、霧が夕霧の懸想に有利に働いてい ことは示されている。
いとほしう、わが御みづからも心おとりやせむなど思いて、誰が御ためにもあらはなるまじきほどの霧にたち隠れて出でたまふ、心地そらなり
（同・四一一）
落葉の宮の拒否の前に、夕霧は泣く泣く小野から立ち去っ く そ際、霧は夕霧と落葉 宮双方の姿を隠す。語り手は、そのような霧を「誰が御ためにもあらはなるまじきほどの霧」としている。霧が夕霧の恋に利すること 、語り手によっても明確 示されているの 。
このようにして、小野に立ち込める霧は、夕霧が落葉の宮へと言い寄




夕霧は慰問を重ねるとともに、再三にわたり落葉の宮へと言い寄る。しかしながら、その態度はなお 頑ななものであ 、夕霧は焦りを募らせていく。右にあげた場面で 、そのよう 焦慮してゆく が、強引なまでに落葉の宮へと近づこうとすることが描かれている。ここでの夕霧は、 「霧もいと深しや」と、霧によって周囲に見られることはないから、簀子まで出てくるようにと落葉の宮を促している。その「霧もい 深しや」という発言には、夕霧が立ち込める を、自らが落葉 宮へと接近することを可能にするもの、 して捉える意識があらわれている。
夕霧は、節冒頭で見たように、 「山里のあはれをそふる夕霧にたち出
でん空もなき心地して」と落葉の宮へ 贈歌を詠じている。この歌 おいて霧は山里の興趣の一つとして、夕霧の中で確かに捉えられている。しかしながら、物語を経る中で、夕霧の恋と霧は密接に関連し、霧 その恋を助けるように山里に立ちわたりさえし そ て先に見た場面では、夕霧自身 霧を自らの恋へ 利用 おり そこ は霧 対する夕霧の意識の変化が見える。夕霧の中で霧は 単な 山里 興趣から、落葉の宮への思いを遂げるため 一つ 道具 存在していくようになるのである。こ よう 夕 の霧に対す 意識の変化は、宮への恋情が高じていった結果と捉え れるだろう。夕霧に繰り返し拒まれ、そ 恋 達成が困難となっていく中で、焦 を募らせるとともに恋 耽溺していく 夕霧の霧への意識はそ 夕霧の様相反映していると考えられ 。
しかしながら、論の冒頭で見たように、本来霧は恋情よりも憂愁と結
――





このような詠歌に見られるように、憂愁の色の濃 も であっ 。
夕霧巻では、霧が夕霧の恋情と結びつく場合が多く、落葉の宮の悲嘆





にあらわれるものではなく、山里の自然そのものにもあらわれている。夕霧は山里の自然を恋情 もとで捉え、落葉の宮はそれを憂愁でもって受け止める。夕霧巻において 、そ ような を通した心情の対照表現があり、それはうつほ物語菊の宴巻におい された な山里 自然表 を用いたものであった
(
)。しかしながら、夕霧巻において繰り返し
描かれるこの霧という景物は、菊の宴巻においては見 ず、源氏物語に特有な表現であるといえる。源氏物語は既存 自然表現を踏まえつつも、夕霧巻にてそれ 展開する 際し 新たにそこに 描き加 たのである。そしてその所以は、その景物が憂愁と強く結びつくも であったためであろう。憂愁 象徴でもある 、 の恋 担わせることにより、その恋と憂いの対照をより鮮烈なもの する意図があった はないだろうか。源氏物語は、山里の興趣に恋情をかきたてられる先行表現を継承、発展させたことにより、恋情と憂愁の対照をさ に強めてくことと った。このことを考えれば 夕霧巻 いかに心情の対照に力点をおいて描かれ かが了解されるだろう。
ではこのような霧の表現は、夕霧巻と同じく山里を舞台とする宇治十
















薫が宇治を訪問した後、中の君を譲る旨を告げようと匂宮を訪れる場面である。明けぐれの空には霧がたち、月の光は遮られ、 「木の下も暗くなまめ」いているように映る。 あたりを覆う様子は、優艶な風情を持ち、匂宮の中でその風景は「山里のあはれなるありさま」と結びついている。そして、その「あは なるありさま」とはすなわち、美しい宇治の姫君のことでも ったのだ。こ 場面からは、匂宮の意識の中で霧と山里を舞台とする恋が結びついていることが理解さ る。
ここで注意したいのは、このような霧の表現が、大君・中の君の悲嘆









大君は、亡き父八の宮の遺誡を守ることを意図し、薫の懸想を拒んだ。そして妹中の君へと縁付けようとした 薫の計らいによ 妹 匂宮と結ばれた。そのため、薫の懸想は止むこ なく、父も亡く 、孤立していく山里で途方に暮れる大君の悲嘆の涙が、霧によって表現されている。この総角巻の表現は、節冒頭で見た匂宮の場面ののちに描かものであり、匂宮が霧に山里 恋の感興を 出す場面は 姫 嘆の霧の表現に挟まれるようなかたちで描かれている である。
また、ここでさらに確認したいのは、匂宮において、霧と悲嘆の結び
つきが希薄な点であ 匂宮が宇治 訪れ 中 君 もとで一夜 明か
――
した際、その場所に立ち込める霧は、恋の感興を高めるものとして捉えられていた。






らわれていた霧の表現に相似するものだといえるだろう。 が霧に恋の感興を見出す一方で、姫君は自らの悲嘆をそれ 重ねるのであり、そこには心情の対照があらわれ いる。宇治十帖にお て 、霧を用いた心情の対照の表現は継承され いる である。しかしながら、夕 巻と宇治十帖とで 、そ 焦点を てる対象 、霧に恋情を重ねる人物か、それともそれに悲嘆を重ねる人物か、 う点 異なっている。前節で見たように夕霧巻では、夕霧が霧を自らの恋に取り込んでいくことが面に出されていた。しかし 宇治十帖では霧に姫君の悲嘆が重ねられことが多く、 り姫君の悲哀を描くことに重きが置か 夕霧巻においては、恋に溺 れば溺 るほど 人からは心情面で離れていく、という滑稽ともいえる夕霧の姿が強調されていたが、宇治十帖
は、いくら悲嘆を重ねたとしても、その心情が他者には充分に理解され得ない という姫君の置かれた状況を描くことに焦点があてられているのである。夕霧巻で達成された表現は、宇治十帖へと受け継がれていったも の、そこには変化が加えられていた。そして、それは夕霧巻と宇治十帖の共通点と相違点を浮かび上がらせるのである。夕霧巻と宇治十帖が注視したも は、二人の人物の心情がい に対照するか、であった。その対照によってもたらされるものとして、夕霧巻 は 恋に惑溺する人物の滑稽さを取り上げ 宇治十帖 は憂いを抱え 人物の孤独を取り上げ のである。
以上のように、宇治十帖では夕霧巻での霧の表現が変奏され引き継が
れているのであ が、最後に、そ 表現の継承が匂宮のも で行わ ていることに注目したい。
匂宮に関しては、光源氏の色好みの面を基盤にして造型された人物で









































水」 （ 『玉台新詠』巻五「看新婦」 ）などというよう
























（ 『文学・語学（六 一九七一年九月）があり、氏は、夏の町における呉竹の配置は、単なる漢詩文における夏の季節感に基づく ではな ことを指摘している。呉竹は夕顔 宿にも植えられており の景 は源氏が夕顔を想起し、心情面で 玉鬘接近 促すために描かれたとする。さらに、同じように夏の町に配置されるなでしこ 、玉鬘が夕顔と内大臣の子であることを想起させるための景物だとして解釈を加 る。こ ように
て、六条院における植物が物語に与える効果を検証している。また、新間一美「源氏物語六条院の松と雪―白居易詩・菅原道真詩との関わり」 （ 『源氏物語と白氏文集』新典社、二〇一二年五月）は、初音巻におけ 冬の町にて描かれる 鶯の止まる松 作りものと、それに添えられた和歌の背景に、白居易と菅原道真の詩を見る。
　　　　
(
)
＊（）に同じ。
